



















































































いて、書かれたものの審査がなされると考えるならば ６ ）。 
                                                                   
３）Fish, p.366. 
４）金田千秋, p.12. 
５）Ovidius, 1, 5, 19-20. 引用中の下線は論文筆者による。以降も同様。 
６）Longinus, 14, 2. 


























































































































































                                                                   
15）ibid., pp.673f. 
16）Lüddemann, p.1. 




























































































隠された感覚によって判断する（Omnes enim tacito quodam sensu sine ulla arte aut ratione quae 






















ることは、ここでの用法が転義であることを示している。Lewis and Short や Georges のラテン語辞
                                                                   
24）Cicero, 3, 195. 
25）ibid., 3, 150-1. 





































                                                                   
26）ibid., 1, 125. 


















































































































                                                                   
35）ibid., 246. 
36）Cicero, 2 159. 
37）なお、他の意味でレトリックの子孫であることについては、本書に掲載されている別稿「バウムガルテンの
『美学』の基本構造の淵源としてのレトリック」を参照のこと。 
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